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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 3月度ランキング

1位
ヴォクシー

平均 H27年 1,799,000円

2位
アルファード

平均 H27年 2,774,000円

3位
セレナ

平均 H27年 1,441,000円

4位
ヴェルファイア

平均 H27年 2,713,000円

5位
ノア

平均 H26年 1,375,000円

1位
タント

平均 H26年 811,000円

2位
ハスラー

平均 H29年 1,023,000円

3位
ワゴンＲ

平均 H23年 490,000円

4位
Ｎ－ＢＯＸカスタム

平均 H28年 1,142,000円

5位
アルト

平均 H28年 535,000円

1位
ランドクルーザープラド

平均 H30年 3,840,000円

2位 エクストレイル

平均 H27年 1,392,000円

3位
ヴェゼル

平均 H28年 1,756,000円

4位
ハリアー

平均 H26年 1,965,000円

5位
Ｃ－ＨＲ

平均 H29年 1,897,000円

2月度に比べ各カテゴリーに動きに見られました。
コンパクトに関しては全体的に平均単価が下がっている
状況。その中でスイフトが4位に浮上しており、スポー
ツや高年式車輌の落札が増加しています。
ミニバン・１BOXに関して、アルファードが大幅に単価
が下がっていますが、ヴォクシー・ヴェルファ・セレナ
は平均的に単価が上がっている状況で予算感が優先され
ている模様です。
軽自動車に関してはハスラー・ワゴンR・アルトなどの
スズキ車の成約が伸びている状況で出品豊富な車輌であ
ることが影響しているようです。
SUV・クロカンに関しては全体的に単価が上がっており、
堅調、輸入車は2月に比べコンパクトなMINIやCクラス
が伸びています。

1位
ＭＩＮＩ

平均 H27年 1,935,000円

2位
Ａクラス

平均 H28年 2,479,000円

3位
Ｃクラス

平均 H28年 3,201,000円

4位
５シリーズ

平均 H28年 3,322,000円

5位
３シリーズ

平均 H26年 2,098,000円

1位
プリウス

平均 H26年 1,203,000円

2位
アクア

平均 H27年 877,000円

3位
ノート

平均 H27年 710,000円

4位
スイフト

平均 H25年 717,000円

5位
フィット

平均 H26年 566,000円
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より

中古車輸出 ロシアが１０カ月連続首位

前年同月比２．０％減

日本中古車輸出業協同組合がまとめた２月の

中古車輸出台数は、前年同月比２．０％減の９

万８１３台だった。仕向け国別では、ロシアが

１０カ月連続で首位となった。同国は、３２．

１％増の１万４８０８台。２位のアラブ首長国

連邦は、同３０．８％減の８８４４台で続いた。

３位はニュージーランドで、輸出台数は同１１．

１％増だった。

上位２０カ国で伸び率が高かった国は、アメ

リカ合衆国（２・２倍／６９２→１５０４）、

マレーシア（１．９倍／２２２６台→４２１８

台）、で、アジア、アフリカ勢などで輸出台数

を伸ばした。前月比較では、３７．１％増だっ

た。

2022年3月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
ハリアー

平均年式 H27年 平均金額 2,190,000円

2位
ＣＸ－５

平均年式 H26年 平均金額 1,139,000円

3位
ＮＶ３５０キャラバンバン

平均年式 H28年 平均金額 1,554,000円

4位
ノート

平均年式 H26年 平均金額 427,000円

5位
ｂＢ

平均年式 H20年 平均金額 138,000円



4

Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年3月

153,5万円

今年3月

160,1万円 平均単価

前年3月

56,9万円

今年3月

62,6万円

新型コロナウィルスや紛争の影響で貿易会社からの入札が減っていることもあり、ワンプライス入札件数は徐々に減少傾向にあるもののQuickワンプライスの成

約台数は2月より増えています。

Quick×Quickは在庫精査機能が他サイトに比して優れている為、入札された際の在庫率が高く成約率が高くなっている状況であると思われます。

またAA会場出品台数に関しては小売りの動きが鈍い影響からAA会場へ車両が集まり滞っている為出品台数増となっている模様です。

輸出向け車種の中では相場が下落傾向の車種が見られ今後の情勢を分析している落札店も多いが、一方で相場が低い内に仕入れ強化する会員様もいる為早期の

Quick×Quick出品とこまめな価格メンテナンスをお願いします。
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2022年 3月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ ヤリス トヨタ 17,442 61.3 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 25,529 94.0

２ カローラ トヨタ 17,258 136.2 ２ ルークス 日産 13,245 96.1

３ ルーミー トヨタ 16,976 102.9 ３ スペーシア スズキ 10,148 51.8

４ ノート 日産 15,312 114.7 ４ タント ダイハツ 10,012 58.7

５ フリード ホンダ 12,649 129.5 ５ ワゴンＲ スズキ 9,120 107.8

６ ライズ トヨタ 11,612 94.6 ６ ムーヴ ダイハツ 8,282 63.7

７ アルファード トヨタ 9,587 68.5 ７ ミラ ダイハツ 8,165 91.3

８ フィット ホンダ 8,460 91.6 ８ アルト スズキ 7,697 88.4

９ アクア トヨタ 8,175 154.1 ９ デイズ 日産 7,168 86.7

１０ セレナ 日産 8,022 87.1 １０ ハスラー スズキ 6,962 62.5

１１ ヴォクシー トヨタ 7,691 77.8 １１ タフト ダイハツ 6,332 88.9

１２ ノア トヨタ 7,046 110.5 １２ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 5,798 79.4

１３ ハリアー トヨタ 6,624 63.5 １３ ジムニー スズキ 5,177 90.5

１４ シエンタ トヨタ 6,276 72.3 １４ ｅＫ 三菱 3,922 63.2

１５ ヴェゼル ホンダ 5,520 308.6 １５ Ｎ-ＯＮＥ ホンダ 2,732 85.3
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

３月鉄スクラップ市況情報

高値圏推移を見込む

日本鉄リサイクル工業会（東京都新宿区）は4月１日、国内の鉄スクラップマーケッ
ト情報を発表した。3月の鉄スクラップ相場は国内外ともに急騰した。ロシアのウクラ
イナ侵攻を契機に、両国からの鉄鋼関連商品の供給懸念が高まると、スラブやビレット
などの半製品、銑鉄、原料炭の価格はいずれも過去最高値水準に急伸し、鉄スクラップ
相場もトルコ向け成約を中心に高騰した。トルコ向けHMS成約価格は650ドル(CFR)を
超え、前月の安値と比べ150ドル以上大きく跳ね上がった。

トルコ向け相場の上昇はアジア市場に波及し、日本産スクラップの韓国向け輸出成約
はH2で6万6000円(FOB)と前月比で9000円、年初比で1万9000円上昇している。国内
では炉前H2価格が関東で6万3500～6万4500円、関西で6万4500～6万5500円を形成
し、前月比で7000～8000円高い。年度末で市中回収量は増加したとみられるが、需給
緩和には至らず、国内相場は2008年７月に記録した７万円台の史上最高値へ向けて上
昇基調を辿っている。

ロシアのウクライナ侵攻が長期化する中、鉄スクラップ相場の先行き不透明感は強く、
反動安を危惧する声が増えている半面、脱炭素化へ向けた世界的な需要拡大が支えとな
り、鉄スクラップ相場は2022年度も高値圏での推移が見込まれている。

グーネットピット、日本技能研修機構（JATTO）に加盟

安全な車社会の実現に貢献

プロトコーポレーション（名古屋市中区、神谷健司社長）は３月31日、運営するカ
ーメンテナンス総合サイト「グーネットピット」を通じ、日本技能研修機構（JATTO、
石川明男代表理事）への協賛会員加盟をした。

同社は、国内約1万３５００件の自動車整備工場の情報を掲載している「グーネット
ピット」を活用し掲載工場へのサービス拡充及び、「電子制御装置整備」等のユーザ
ーへの認知訴求、自動車整備業界への啓蒙活動や、DX化の推進等に貢献したいと考え、
同機構への加盟を決定した。

同機構は、先進安全自動車（ASV）の機能維持とドライバーの安心・安全を確保す
ることを目的として２０２０年２月に設立、活動をしている。加盟会員は１４６社、
協賛会員、協賛提携工場は２万６５００社だが、今回のプロトコーポレーションの加
盟により自動車関連事業者数の規模は約４万社となる。

神谷社長は会見で「特定整備、エーミングは、今後業界にとって大きなポイントに
なる。こうした時代の変化や市場の変化に対して、一緒になって乗り越え、安全な車
社会の実現に向けて貢献していきたい」と話した。

自動車整備業界は、先進安全自動車（ASV）の急速な拡大、OBD車検制度の導入等
により大きな転換点を迎えようとしている。
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

第１回「クルマ社会の安全な未来を考える会」開催

業界の課題、取組み方法を活発に討議

日本技能研修機構（Japan Technical Training Organization：以下 ＪＡＴＴＯ、
東京都港区、石川明男代表理事）は２月18日、ＪＡＴＴＯ協賛会員企業との合同会議
「クルマ社会の安全な未来を考える会」の第１回をＳＢＩグループ本社（東京都港
区）にて開催した。協賛会員企業からは30社約60人がリアルまたはオンラインで参加
し意見を交わした。

ＪＡＴＴＯは日本の自動車整備業界の高度な技術伝承を目的とした技術研修の企画
運営立案など、自動車に搭載された先進運転支援システム等の電子機器の適正な調
整・校正を行うための電子制御装置整備全般について幅広く技術・情報提供を行い自
動車整備業界の技術発展及び安全運転に寄与し、交通事故撲滅を目指すことを目的に
２０２０年２月に設立。

同年４月より始まった特定整備制度に合わせて導入された新たな認証資格「電子制
御装置整備」を有するエーミングセンター（ＡＣ）が整備事業者や損害保険会社など
からエーミング作業を受託する仕組みを構築するとともに、技術・情報の提供を通じ
て先進技術対応を行える体制を構築していく。
現在、加盟店１４０社超、協賛会員28社が参加しており、２０２４年までに全国加盟
店５００社体制の確立を目指し活動している。

会の冒頭で石川代表理事が「2024年10月よりＯＢＤ検査が始まる。そのＯＢＤ検
査に向け昨年2021年11月から乗用車、新型の国産車等については衝突軽減装置の義
務化がスタートするなど今後自動車業界は急速な技術進化、またパラダイムシフト
等が予想される。今回、各専門分野において業界をリードする皆様にお集まりいた
だき、激動する自動車業界、特に自動運転における電子制御装置整備の現状、課題
から今後の安全な未来に向けた整備体制の拡充を皆様と共にプロセスのパートナー
を目指した第一回開催する」と主旨を述べた。

開催の挨拶にＳＢＩ損保五十嵐正明社長が登壇し「私共は自動車保険が主力商品
であり、本日のテーマにも繋がる自動車の安全運転、事故の軽減、安心安全社会の
創造、構築は自社にとっても大きなミッション。皆様と一緒にその精神に向かって
協議、連携を深めていきたい」と述べた。

続いてＪＡＴＴＯ関根技術担当理事と藤田理事から電子制御装置整備の現状認識
をテーマに、自動車特定整備資格取得状況や故障・整備データ等の現状について説
明がなされた。

討議では石川代表理事の司会進行のもと、自動車整備業界における共通課題、地
域連携も含めた共創協力体制、具体的な取組方法のそれぞれについてオンライン参
加者も含め活発な意見交換が行われ、今後、作業者の地位向上、幅広い認知に努め
ていくとした。
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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大好評 !! 最大1,000万円利用可能な
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!! 閲覧件数UP!!
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新しい仕入れサービスのご案内

Quick×Quick会員であればセルカオークション
ID：PWを即発行可能!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


